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下大和田・小山町谷津田だより －2025年 ８月 No.282号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

第 306回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 2025年 ７月 ６（日）はれ    報告：田中正彦 
暑さで参加者が少ないかともいましたが、13名の生きもの好きが集

まりました。昨年からの開発問題で米づくりができなかった田んぼや

畦は、すっかり草に覆われていました。緑米田んぼはヒシとガマが茂

り、トチカガミはわずかに残る程度でした。そんな中でも、ミナミメ

ダカは元気に泳ぎ回り、オオシオカラトンボ、ショウジョウトンボ、

ニホンカワトンボ、クロスジギンヤンマなどたくさんのトンボが舞っ

ていました。森に入ると２～３℃くらい涼しいと感じられました。シ

ャチホコガの幼虫の「のけぞりポーズ」やトリノフンダマシの不思議な形に、みな興味津々で観察してい

ました。              参加者１３名（大人９名、大学生２名、中学生１名、小学生１名） 

                   

畑の草取りと復田田んぼの整備 2025年 7月１３日（日） くもり後はれ 
下大和田の休耕田で、初めてハスの花が咲きました。この日は３

つ咲いていただけですが、つぼみがまだたくさんついています。一

方、ヒシに全面覆われた場所があり、酸素が不足して嫌な臭いを発し

ていました。おそらく水質が悪くなり、水生生物にも悪影響がでてし

まうでしょう。 

連日暑い日が続いたので、７時から１０時の時間帯で作業を行う

ことにしました。この日は、2～3日前から雨が降ったりしてやや涼

しくはなりました。畑では、ラベンダーやイチゴ、ワタ、大豆、エン

ドウなどの間に生えた雑草を取りました。作業を始めると、汗が吹き出します。ミニトマトが収穫の時期を

迎え、宝探しをするように摘み取りました。その後、参加者のお土産になりました。 （報告：高橋久美子） 

復田田んぼの草取りをしました。先週７月６日に川の堰が壊れていた為、急遽、土のうを６個入れて堰の

機能を復活させました。もし今回その堰がまた壊れていたら、この田んぼのお米つくりは断念しようと思っ

ていました。しかし堰は機能していました。田に水はありました。小さな田んぼなので、簡単に草取りはで

きると思いましたが実施にやってみると、アメリカセンダングサ、ヘラオモダカ他皆すべて大きく育ってお

り、一つ一つ抜くのは結構力のいる作業でした。普段より早い時間帯のスタートでしたが（開始時間８時

頃）、蒸し暑くかなりの重労働でした。それでも１時間 30分ほどで除草できました。  （報告：平沼勝男） 

参加者９名（大人８名、大学生１名） 

 

水路の草刈り 2025年 ７月２０日（日） はれ              報告：平沼勝男 
この日の作業は、７月 26日に行われる夏休み特別企画『川遊びの会』の

会場つくりです。梅雨明け宣言が出てかなり暑くなるとの予想のため、作

業時間を朝 7時～９時としました。これは大正解でした。 

開発が絡み、ほとんどの行事ができなくなった下大和田 YPP田んぼ。そ

の裏を流れる水路が会場なのですが、手つかずの川の周辺や川の中は、

アシやマコモ、ショウブなどが入りこみ、威勢よく伸び放題になってい

ました。このままでは川遊びなどできません。まずは刈り払い機３台で

川の周辺の草を刈り取りました。 

刈り払い機の威力は凄まじく、30分しないうちに予定地の刈り取り終了。10分ほど休憩＆水分補給をし

て、次の作業は川中に入ってアシやマコモの刈り取りです。これは鎌を使った手作業でした。刈りとった草

を除去するのは３人の女性たちです。川の中に入ることもなく、大変暑かったと思います。９時までに予定

地すべて終了しました。こんな暑い中の作業でしたが、これほどビフォアーアフターがはっきりする作業は

珍しく、気分は爽快でした。                      参加者７名（大人７名）  

 

お楽しみ会「川遊び」 2025年 ７月２６日（土） 10：00～12：30 はれ  報告：平沼勝男  

参加者は普段から谷津田に来ていただいている人たちでした。そしてこの日はボランティアが６名来ていた

だきました。中学生、高校生、大学院生、そして社会人。皆さん下大和田は初めてでしたが、皆自然好きの
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人たちでした。スタッフもフレッシュな人たちの参加で楽し

むことができました。魚の取り方の説明がスタッフからあ

り、ここからスタートです。参加者とボランティアの皆さん

がたも網を手に川に入りました。あいにく川の方は流れが悪

く泥が堆積し、水位も低いためか捕れる生き物が少なかった

です。しかし川の水は冷たくて気持ちが良く、みな夢中で魚

やエビを捕っていました。 

前後合わせて一時間の魚捕りが終わるとスタッフからこの

日捕えられた生き物の説明がありました。そして最後は恒例

のザリガニの塩ゆでです。初めてザリガニを食べる人が多

く、最初は慎重に口に入れていましたが、おいしさがわかると笑顔がこぼれました。 

参加者２０名（大人１３名、大学生１名、高校生２名、中学生２名、小学生２名） 

＜小山町での活動＞ 

猛暑のため、７月の学校田んぼおよびＹＰＰの活動は中止となりました。 
 

【谷津田・季節のたより】 2025年 ７月 

＜下大和田町＞ 報告 平沼勝男 

7/22 クヌギの樹液にたくさんのカナブンが集まる。ルリタテハも負けじと吸蜜。カブトムシの姿はなし。

田んぼではハスの花が５個咲いていた。やはり大きくて美しい。オオシオカラトンボ二つのペアが交

尾。目線を下げるとオオイトトンボが複数飛んでいた。畔にヒクイナ３羽。私に気付いて慌ててアシ

原に飛び込んだ。キビタキ２羽以上が競うあうようにさえずり、谷津田に響き渡っていました。 

 

＜小 山 町＞ 報告 いゆ：碇夕子、いた：碇泰洋、高：高山 

7/ 2 ハンゲショウやアキノタムラソウが咲く、オオヨシキリの幼鳥が 3羽、親から餌をもらっていた（高） 

7/ 3 オモダカが開花（高） 7/ 6 ヤマユリが大輪の花を開く、ニイニイゼミの声を聞く（高） 

7/10 田んぼの畦でノカンゾウが咲く、久しぶりにチョウトンボの姿を見る（高） 7/17 モズの親子が鳴き

ながら田んぼを飛び回る、エノコログサが出穂（高） 7/20イネの葉にシロオビトリノフンダマシが

止まっていた（高） 7/22 ヒヨドリが色づき始めたウワミズザクラの実を食べに訪れていた、カラ

スウリが開花、田んぼの上空をオニヤンマが飛翔（高） 7/26 アブラゼミ、クマゼミ、ミンミンゼ

ミ、ヒグラシなどセミがほぼ出揃う（高） 7/27 畦でタカサブロウが咲く、最近田んぼで姿を見て

いなかったセグロセキレイが丘の上の畑に来ていた（高） 7/28 シオカラトンボとアブが戦ってい

た（いた）、イナゴがイネの葉っぱをムシャムシャ食べていた（いゆ） 7/29 激しく鳴いていたヒヨ

ドリのカップルがハシブトガラスを追い払う（高） 

 

 【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

＜下大和田谷津田＞ 連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 , E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 

・第 308 回 観察会とゴミ拾い  

日 時：2025年 ９月 ７日（日） ９時 45分～１２時 雨天決行 

内 容：秋の花が咲き始め、赤とんぼも色付く頃です。トンボの調査をしながら谷津と森を巡ります。  

持ち物：筆記用具、飲み物、長靴、帽子、ゴミ袋、敷物  参加費：100 円 

・森と水辺の手入れ 

日 時：2025年 ９月２１日（日） ９時 45分～１２時 雨天中止  

内 容：観察路の整備と復田した田んぼの手入れを行います。 

持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  参加費：無料 

・森の手入れ 

日 時：2025年 ９月２８日（日） ９時 45分～１２時 雨天中止  

内 容：森の木の伐採や畑の整備を行います。 

持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  参加費：無料 

 

＜小山町谷津田＞ 

※ ８月の YPPのイベントはお休みです。次回は９月に黒米の稲刈りを予定しています。 

※ 参加ご希望、その他の問い合わせは、ceic.ypp.oyama@gmail.com までお気軽にメールでご連絡下さい。 
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